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本研究 は
,

血管系 i n t e r v e n ti o n al r a di ol o g y ( 以下 I V R ) を効率 よく安全 に支援する こ とを

目的と して ,
p 低磁場オ ー プ ン型 M R I 装置とポ ー タブ ル Ⅹ 線I) S A 装置 を組み合 わせ た ハ イ

ブリ ッ ドシ ス テ ム を開発 し, その 基礎検討 ･ 臨床応用 を試 み たも の で あり, 下記 の 結果を

得 て い る ｡

1
. 0 .3 T の オ

ー プ ン 型 M R I 装置お よびポ ー

タブル 型 Ⅹ線 D S A 装置 を使用 し て 両者の 位置

関係 . 状態 に よる相互干渉を検討 した結果,
M R I 装置の 0 . 5 m T ライ ン の 外に Ⅹ線 D S A

装置 を設置する こ とで M R I 磁場 の Ⅹ 線 D S A 装置 - の影響が許容範囲内となる こ とが

示された ｡ また, M R I 撮像中に Ⅹ線 D S A 装置の 電源 を切 る こ とで, Ⅹ線 D S A 装置が

M R I 装置に及ぼす影響も許容範囲内となる こ とが示 された｡ 臨床で M R I 装置 と Ⅹ 線

D S A 装置を適宜切り替え られ る ように患者寝台 の 改良を行 い
, 患者を移動せずに寝台

の 移動 の み で 両者の 装置 を適宜使用可能な ハ イ ブリ ッ ドシ ス テ ム を構築す る こ とがで

きた
｡

2 . X 線下で行う手技 の
一

部を M R I 装置で代用 して行う こ とが できれば Ⅹ線被爆や 両装置

間 の 切 替 の 手 間 を軽減 す る こ と が で き る' と 考 え , t w o- di m e n si o n a l M R digit al

s u b t r a c ti o n a n 由o g r a p h y (2 D M R D S A) とい う撮像法 の 開発 ･ 最適化 を行 っ た ｡
フ ァ ン

ト ム 実験 に より , 適切 な撮像パ ラメ ー タ ･ 造影剤濃度を用 い る こ とで 高い sig n a l- n oi s e

r a ti o
･

c o n t r a st
-

n oi s e r a ti o が得られ る こ とが示 された
｡

こ の結果をもと に健常ボ ラ ン

テ ィ ア で評価 を行 っ た結果 , 同様 の条件で 良好な血管描 出が得られ , M R I 装置下で血

管解剖 ･ 血流動態 をリ ア ル タイ ム に確認可能で ある こ と が示 された ｡

3 .
ハ イ ブリ ッ ドシ ス テ ム を用 い た臨床応用と し て , 軟部組織血管奇形に対する経皮的硬

化療法を施行 した
Q

2 つ の 装置 を組み合わせ る ことに よ っ て , Ⅹ 線 D S A 装置の優れた

空間 ･ 時間分解能と M RI 装置 の優れた軟部組織 コ ン トラ ス ト ･ 空間把握能力 ･ 安全性

と い っ た 両者の利 点を享受す る こ とが でき, 治療に有用 な情報 が得られた ｡ 本 シ ス テ

ム を用 い な い治療と比 べ て合併症 ･ 治療効果に有意差は なく, 治療 に有用な情報 が増

加 した こ とに よ っ て 安全性 ･ 効率性 は増 したと考えられた
｡

ま た, 前述 した M R D S A



と い う手法 の 臨床応用も行 い
,

一

部の 例外 を除い て Ⅹ線 D S A と類似 した血管の 動態像

を得 る こ とが できた ｡

以上, 本論文 では , 血管系 I V R の支援を目的と した Ⅹ線 - M R I ハ イブリ ッ ドシ ス テ ム の 開

発 を行 い , これまで主に Ⅹ 線 D S A 装置下で行われ てき た血管系ⅠV R と同等 の 安全性を保

ち つ つ , M R I 画像とい う新たな情報を付加す る こ とが できる こ とを示 した
｡

本研究で は ,

こ の シ ス テ ム が臨床で の使用に耐 えうる こ とを証明 し; 血管系 IV R 手技 の 一

つ と し て軟部

組織血管奇形に対する治療で有用性 がある こ とを確認 した
｡

また, M R D S A という新し い

M R 撮像法 を用 い る ことで , 手技中 の 放射線被曝を減少させ られる可能性を示 した
o

将来的に は被曝が全くな い M R I 装置単独で の 血管系 I V R 施行が期待される が, その 前段階

で の検証 ･ デ ー

タ蓄積に本研究 は重要な貢献をなすと思われ
, 学位 の授与 に催す るもの と

考えられる ｡




